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第39回国際福祉機器展H.C.R. 2012 
15か国・1地域、540社・団体が出展、

　昨年以上に拡充させ、展示紹介いたします！
　第39回国際福祉機器展H.C.R. 2012は、2012年9月26日（水）〜 28日（金）の開催（「東京ビッグサイト」）
に向け準備が進んでいます。
　国内外の企業・団体からの出展申込は、6月15日（金）の時点で15か国・1地域の540社・団体にのぼり、前年
度規模を上回る申込状況です。
　40周年を来年に迎えるH.C.R. 2012では、障害のある方々、介護を必要とする方々にとって、生活に質を支え
る福祉機器とそのノウハウを昨年以上に拡充させ、展示紹介いたします。
　展示会に併せて開催を予定している国際シンポジウムでは、高負担・高福祉社会にあるデンマークの政策動向を
学ぶとともに、福祉職のための各種セミナーや講座、特別企画や企画展示コーナーも併せて実施予定です。

1. H.C.R. 2012 国際シンポジウム
テーマ	 デンマークの税と社会保障（仮題）
主　旨	 わが国では「社会保障と税の一体改革」と

の政策導入が検討され、2年後に社会保障
の財源確保として消費税が段階的に引き上
げられます。また、人口の高齢化、それに
伴う年金・医療・介護などの社会保障費用
の拡大に対し、政府は、消費税の改革によ
って安定財源を確保することを決めまし
た。今回の国際シンポジウムでは、EUへ
の加盟国であり、高い税負担によって高福
祉社会を実現しているといわれるデンマー
クの厚生行政と財務行政の経験者である講
師を招き、デンマークにおける政策の考え
方、現状と課題を報告説明いただき、それ
を踏まえてわが国の今後の社会保障制度と
財政再建のあり方を考察します。

日　時	 2012年9月27日（木）PM
会　場	 東京ビッグサイト	会議棟6階
	 「605-608会議室」
定　員	 250名
参加費	 1,000円
※参加申込方法など詳細は8月よりWebサイト
（http://www.hcr.or.jp）に掲載します

登壇者
【講師】	 トーマス・ボーナー	氏

デンマーク財務省シニア・アドバイザー、
元デンマーク社会省事務次官

トーマス・ボーナー 氏  Profile−経歴

　1945年生まれ、67歳。
中等教育及び兵役後、ア
ルハス大学で経済学を学
ぶ。1976年 に デ ン マ ー
クの社会省に入省。大
臣秘書官、部長など歴
任。 そ の 後、 デ ン マ ー
ク・ナショナル・地方自
治機関（Danish National 
Organization of  Local 

Governments）所長、社会省事務次官（minister of 
Social Affairs,2004年〜）として、福祉問題やその
発展や解決に取り組むほか、国内外の委員会や地
方議会のメンバーとしても活躍。
　現在は、デンマークの財務省シニア・アドバイ
ザー（上級顧問）のほかに、公共福祉テクノロジ
ー基金会長、欧州開発銀行（Council of Europe 
Development Bank：主にヨーロッパの社会開発プ
ロジェクト支援）理事、デンマーク障がい者基金
理事、労働者環境予防基金理事、ロスキルド大学
社会企業家精神センター理事などを務める。

【チューター】 近藤 純五郎	氏　
	 元厚生労働事務次官、弁護士
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